
春の川開きパトロール2025の結果報告

高速航行により水面から
飛び上がっている状況

※H25年の写真

■背景
・水都大阪2009以降、水上バイクやプレジャーボート等が増加。

・高速で航行する船舶等、一部で不適正な水面利用も増え、苦情が発生。
・そこでH25年から、平成19年に策定した「航行ルール」の見直し案の試行運用を開始し、大阪府、
国土交通省近畿運輸局、大阪府警察、大阪市、大阪市消防局、NPO法人大阪水上安全協会、一般
社団法人大阪ボート協会等で、水上の合同パトロールを実施。

■パトロールの内容
【啓発・指導活動】
・大阪市内河川の航行ルールのリーフレットの配布し、ルールの周知と安全な航行の呼びかけ。
・危険航行等を発見した際は指導 など。

（大阪府）航行ルールリーフレット
の配布の様子

（近畿運輸局、大阪水上安全協会）
ミャクミャクが乗船しルールを周知

■パトロールの参加団体

実施年月日

監視ポイント①（八軒家浜）班
監視ポイント②（川口地点）班
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高速航行の曳き波により
手漕ぎボートが水没
※H25年の写真

欠席

（大阪市）横断幕による啓発やメガホン
による安全航行の声掛けを実施

欠席

※別途、近畿運輸局により陸上から旅客船事業者に対して、監視と安全周知を実施。（3/29、3/30、4/5、4/6、監視ポイント②）



監視ポイント①

八軒家浜船着場付近

監視ポイント②

川口地点

監視ポイント

以下の隻数は各団体の報告書の隻数を整理したもの。
※各団体の報告書の隻数を足し合わせたものであるため、重複の可能性はある。

■３月29日（土）晴
（八軒家浜周辺）水上オートバイ(0)、プレジャーボート(14)、観光船（43）、非動力船（1）、その他
（川口周辺）水上オートバイ(0)、プレジャーボート(3)、観光船（0）、非動力船（0）、その他

■３月30日（日）曇
（八軒家浜周辺）水上オートバイ(-)、プレジャーボート(-)、観光船（-）、非動力船（-）、その他
（川口周辺）水上オートバイ(20)、プレジャーボート(6)、観光船（0）、非動力船（0）、その他

■4月5日（土）晴
（八軒家浜周辺）水上オートバイ(22)、プレジャーボート(9)、観光船（20）、非動力船（11）、その他
（川口周辺）水上オートバイ(16)、プレジャーボート(5)、観光船（6）、非動力船（0）、その他

■4月6日（日）晴
（八軒家浜周辺）水上オートバイ(-)、プレジャーボート(-)、観光船（-）、非動力船（-）、その他
（川口周辺）水上オートバイ(19)、プレジャーボート(2)、観光船（2）、非動力船（0）、その他

■主な結果報告内容
・観光船が数隻航行していたが、混み合っている様子はなかった。（3/29、監視ポイント①）
・ミャクミャクが乗船し安全航行の呼びかけやルールの周知を行った。（3/29、監視ポイント①）
・観光船が多数行き来しており、プレジャーボートは全て低速で航行していた。（3/29、4/5、監視ポイント①）
・気温が低かったせいか水上オートバイ等の航行は見当たらなかった。（3/29、監視ポイント②）
・水上オートバイに低速・縦一列航行するよう声かけを行ったところルールを守っていただいた。（4/5、監視ポ
イント① ）
・水上オートバイやプレジャーボートに航行ルールリーフレットを配布しルールのPRを行った。危険航行はな
かった。（3/29、3/30監視ポイント②）
・横断幕による啓発やメガホンを使用して遠くの船舶や水上オートバイに低速航行するよう声かけを実施した
（4/5、4/6、監視ポイント②）
・陸上から旅客船事業者に対して、監視と安全周知活動を行った。（3/29、3/30、4/5、4/6、監視ポイント②）
・陸上から監視、安全周知活動を行っていたところ、ライフジャケットの未着用、不安全行動を見かけたため指
導を行った。（3/30、監視ポイント②）

など・・・

パトロール結果報告まとめ


